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普及・実用化
支援組織

戦略的プロジェクト研究推進事業

「野生鳥獣及び病害虫等被害対応技術の開発（農業被害をもたらす侵略的外来種の
管理技術の開発）」

研究概要図
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連絡先

共同研究機関



循環灌漑地帯	農業水利施設網	 農耕地やその周辺	

農業被害をもたらす侵略的外来種の管理技術の開発	

成果の普及	

○カワヒバリガイやタイワン
シジミの増殖による通水障害

の発生	

○様々な技術開発	
　・落水（乾燥）による駆除	
　・薬剤等による駆除	

　・堆積した貝類の排出	
　・駆除貝の処理（堆肥化）	

○環境DNA分析を用いた動態解
明と遮断すべき定着経路や優

先的に管理すべき地点の明示	

○駆除・低密度管理手法の構
築	

○ナガエツルノゲイトウの増
殖による農業被害の発生	

○様々な技術開発	

　・水田と畦畔における防除	
　・用水路〜水田への侵入防	
　　止および水田〜排水路へ	

　　の排出防止	
　・水田域と流域間の行き来	

　　を抑制	

○拡散モデルを用いた動態解

明と遮断すべき定着経路や優
先的に管理すべき地点の明示	

○駆除・低密度管理手法の構
築	

新たな解析ツール	

・外来生物法の施行（2005）、特定外来生物（3科15属122種8交雑種(148種類)）	
・一部の外来生物が異常繁殖し、農業被害が顕在化	

・愛知目標（目標9）：侵入初期における発見と対応、定着経路を管理するための対策	

○環境DNA分析による侵略的外来種のオンサイト検知	
○早期検知と広域モニタリングの実現	

○生物相の網羅的解析による、侵略的外来種の侵入や各
防除手法の対象種以外の生物に及ぼす影響評価	

○水の循環により繰
り返される侵入・定

着・拡散	

○農業水利施設網を
経由することで分水
嶺などの障壁を越え

た分布拡大が発生	

○水路管理者と農地
管理者が連携した管
理により、定着経路

の遮断地点を多くす
る	

○調査・管理マニュアルの公表、その活用による駆除等
に要する労力および経費の削減	

○愛知目標の達成や生物多様性および生態系サービスに
関する政府間科学政策プラットフォームへの対応	

○アレチウリの大豆畑や飼料
畑への侵入による農業被害の

発生	
○農耕地を介した外来イネ科

植物の侵入・拡散による生物
多様性への影響	

○様々な技術開発	
　・雑草リスク評価	

　・ドローン等を用いた侵入	
　　と拡散動態の把握	
　・農耕地への侵入を防止す	

　　る除草体系処理	

○駆除・低密度管理手法の構
築	
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